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はじめに

J I C S A P仕様は、現在I Cカードの国内標準仕様

の位置づけとなっており、その仕様の検討に当た

っては、国際／国内で標準化の検討メンバーが集

まり、国内のアプリケーションユーザの要求と国

際／国内標準規格を基に仕様書を作製している。

J I C S A P仕様における多目的利用の運用場面で

の各カード製造会社間の互換性については、ニュ

ーメディア開発協会が行った滝川市システムで実

証済みである。

今回は、その仕様（日本工業規格準拠J I C S A P

外部端子付きI Cカード仕様 第1 . 0版）との互換性

を保ちながらも、J I C S A P仕様の一つの発展型と

して、同じくニューメディア開発協会が行う岐阜

県益田郡での広域・多目的利用I Cカード仕様を検

討したので、その紹介を行い、さらに次世代

J I C S A P仕様について述べる。

標準化とバージョンアップ

システムの構成要素を標準化することは、その

システムを利用目的に沿って速やかに開発出来る

ばかりか、運用、さらには保守も容易となる。シ

ステム機器間のインタフェースが標準化され、ハ

ードウェア、ソフトウェアの両面で互換性を持つ

様になると、それに合致する機器をどのメーカー

から購入しても、システムに組み込むことが可能

となり、その製品寿命も長くなるのでメーカーは

大量生産による低価格化と安定を供給することが

可能となり、ユーザも安心して利用出来る様にな

る。しかし、システムの構成要素のある部分が技

術の進歩によってグレードアップして行くような

場合、ユーザはシステム全体において最小条件の

互換性をとりながらも、システムに使用する機器

全体の効率化、利便性を向上させるための見直し

が必要となってくる。また、I S O / J I Sの標準規格

の改正あるいは、ユーザアプリケーションの必要

から仕様が修正・追加されることも考えられる。

J I C S A P仕様が次第に変更されていくことに互

換性と言う点で不安を持れる方もあるかと思う

が、ファイルの構成要素とセキュリティ、運用/

準システムコマンドなどのI Cカードの機能を規定

した「JICSAP 外部端子付きI Cカード仕様 第1 . 0版」

を互換性を保つための基本とし、それに、それぞ

れユーザの要求をオプション機能として追加して

いく方法を取っている。これらは発行ライブラリ

と共にバージョン管理されている。

広域・多目的利用I Cカードの
ユーサ要求

広域・多目的利用のI Cカード仕様としてニュー

メディア開発協会より示されたユーザ要求は以下

のような事項であった。

(1) 要求事項

1枚のI Cカードで、カード利用者の要求や、提

供されるサービスの変化に対応して、いつでも、

どこでも、またいくつでも、業務発行処理、業務

サービスの利用および業務削除処理が可能なシス

テムに使用する。

(2) ICカードに対する新機能要求

・業務サービスごとの独立性確保すること： 既

存の業務サービスのために生成されたファイル
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に設定されたアクセス権が侵されるような鍵の設

定をI Cカードが許可しない機能を持つこと。

→対応方法：業務ファイル( D F )をM F配下の2階層

とする。上位D FはM Fにある創生系のアクセスキ

ーを照合することで創生出来る。次にそのD Fの

配下にファイル創生用のI E F（パスワード/キーを

しまうファイル）を同様のアクセス権のもとに創

生/パスワード/キーを設定し、下位D F（実際の

業務サービスに使用する）の創生のために用いる。

この様にする事で、M Fのセキュリティが下位の

D Fのセキュリティに影響を与えない仕組みを作

った。なお、パス上で、同じパスワード/キーが

存在してはならない事としている。

・業務サービスを削除する機能を持つこと：1つ

の業務サービスに関わるファイルを登録する領

域であるD Fを単位に、削除可能で、削除した

ファイルの領域に他の業務サービスを登録可能

とする機能を持つこと。

→対応方法：要求機能はカードメーカ毎の個別機

能で実現するが、発行ライブラリのD L Lを用いて、

それらの機能を統一する方法とする。また、業務

一覧表によってカード内にどのファイルが存在し

ているを確認することが可能となる。

・I Cカード認証機能

・カード発行者自らが発行した広域・多目的利用

I Cカードを1枚単位で確認できること。

・カード発行者が業務発行を許可したサービス提

供者を確認できること。

・上記機能が、ネットワークを通じて安全に行わ

れること。

→対応方法：要求機能は「カード認証、外部認証」

に、トリプルD E S、R S Aを使用出来るように基本

仕様に追加し、それらに使用するキーの設定/変

更が可能なように、発行ライブラリに機能を追加

する。

(3) ICカードの発行に関する要求

・カード発行者およびサービス提供者は、I Cカー

ド製造メーカーを意識することなく、カード発

行処理、または業務発行処理をする事が可能な

こと。

・サービス提供者は、そのI Cカードに業務発行処

理可能であることをチェックするために、I Cカ

ード内のメモリ残容量を精査可能なこと。

→対応方法：I Cカードのカード識別子からカード

製造メーカー/仕様バージョンを発行機が特定し、

D L Lにより、そのメーカ毎のメモリ精査、ファイ

ル創生コマンドを用いて、発行処理を行うもので

ある。それらの仕様は発行ライブラリに記述され

ている。

今後のJICSAP仕様について

現在、国内外ではI Cカードのオペレーションシ

ステム（以下O S）の開発が盛んに伝えられてい

広域・多目的利用I Cカード仕様の構成



33

る。パソコンで言う、W I N D O W SやMAC OSのよ

うな汎用O Sである。汎用O Sに近いものをI Cカー

ドに組み込み、自らプログラムをI Cカードに組み

込みたいと言う要求がある事への対応である。こ

のJ I C S A Pスペシャルレポートの中で何回も述べ

ているが、J I C S A P仕様のI Cカードは、特定のア

プリケーション用ではなく、汎用的にどんなアプ

リケーションにも対応可能な機能を持っている。

しかも、ファイル構成は、必要に応じて自由設計

だから、所謂カスタム仕様にも出来る。昨年

J I C S A P仕様が公開されたので、システム開発者

の理解も得られるようになったと思う。

また、現在公開されている国内I Cカード仕様の

ほとんどがJ I C S A P仕様を参照している。建設I C

カード、全銀協I Cカードなどは、運用場面のセキ

ュリティ設定が一致していれば、ファイル内のデ

ータと交換が可能である。

次に国内で一番利用されているJ I C S A Pカード

の基本的な機能仕様を変えることなく、次世代

J I C S A Pカードの可能性を考えてみたい。

I Cカードの機能アップの
可能性について

I Cカードは超小規模のコンピュータシステムで

ある。使用されているマイクロプロセッサのほと

んどがチップサイズの関係から8ビットのマイク

ロプロセッサで、1 k B前後のR A Mと2 0 k B程度の

プログラム用のR O Mを持ち、ユーザがデータフ

ァイルを書くことの出来るE E P R O Mが標準的に

は8 k Bとなっている。ミスプリントではない、

「k B」である。しかしこれだけのメモリリソース

でI CカードのO Sは通信を制御し、データの暗号

化、ファイルのアクセス管理、パスワードチェッ

ク等のセキュリティ要件、データの読書き等のコ

マンド機能を実現しているハイテク製品でもあ

る。

近年の半導体技術の進歩、特に半導体集積率の

アップは目覚しいものがあり、電子1個で記憶す

るものまで出現しそうである。I Cカード用では演

算用コプロセッサのついたものが出現している。

しかし、J A V Aカードの特集等を読んでいると、

「現在のチップではかなり限定された機能となる

が、近い将来･ ･…」と言う記述によく出会う。

以降では、それ程の進歩が無くても実現可能な

広域・多目的カードの次世代機能の候補をあげて

みる。

●ファイルの追加・削除：現在ファイルの削除・

再利用については、J I C S A P仕様では、オプショ

ン扱いとなっている。ファイルが物理的な構成

で出来ている場合は、多くの処理時間を要する

からである。汎用記憶メディアの殆どが、ファ

イルの削除・再利用が可能となっており、それ

らは、ファイルがFile Allocation Table(FAT)で

O Sによって管理されている。しかし、I Cカード

ではメモリ リソースの関係でその採用が遅れて

いる。そこで、端末にあるコンテンツ アクセス

メソッド（C A M）がその働きを代役している。

C A Mに多くのデータを転送、処理した後にまた

転送してI Cカードに戻すと言う処理時間を短縮

し、セキュリティ確保の点からも、I Cカード内

部で処理すると言う事を早急に検討しなくては

ならない。また、F A T管理の採用によりファイ

ルの創生、削除機能がシンプルとなり、発行機

側の負担も軽減する。また、O Sが未使用領域も

含めてI Cカード内全てのメモリ管理を行うので

業務一覧表も自動的にI Cカードのシステム管理

ファイルとして作製されるようになる。

●伝送時間の高速化 ：つい最近まで、確かに

9 6 0 0 b p sの伝送速度がよく使用されていたが、他

の機器を見ると、モデムも5 6 k b p sの時代である。

9 6 0 0 b p sでは1文字送るのに約1 . 1 m sかかる。現在

のところ、J I C S A P、建設、全銀協、E M V仕様

では、9 6 0 0 b p sとなっているが、国内メーカー製

のマイクロプロセッサの実力から、最低でも倍

の1 9 2 0 0 b p sは可能と思われる。処理の高速化の1

つとして検討したい。

●ポイントカード機能について： ユーザから「高

度な暗号化が出来るマイクロプロセッサで足し

算、引き算が出来ないはずはないでしょう」と

言われて答えに窮するが、ポイントカード用と

して加減算のコマンド機能を検討したい。

以上の様に、今後も時代の趨勢と要求に合致

するJICSAP ICカード仕様を検討したいので、

関係各位のご理解とご協力をお願いしたい。


